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JAL、東亜大学と地域課題解決に向けたPBL最終発表会を初開催 
 

JALは、東亜大学（所在地：山口県下関市、学長：鵜澤和宏）と2020年8月に連携協定を締結し、さまざま
な活動に取り組んできました。このたび、2025年の初回プロジェクトとして、地域問題の解決をテーマとしたPBL
（Project Based Learning）授業を実施し、1月27日に「JAL・東亜大学・長門市での地域課題を解決するため
のPBL最終発表会」を初めて開催します。PBLとは、実際のプロジェクトを通じて学ぶ教育手法であり、学生が
現実の課題に取り組むことで、問題解決能力やチームワーク、コミュニケーション能力を養うことを目的としていま
す。 
今回はテーマを「JAL向津具（むかつく）ダブルマラソンボランティアの継続的な確保」とし、毎年6月に山口県長

門市で開催される「JAL向津具ダブルマラソン」の継続的な実施に向けて、学生ボランティア確保の課題に取り
組み、その成果を発表します。これまでもJALと東亜大学は「JAL向津具ダブルマラソン」でのエイドステーションの
共同運営などを通じて、大会を盛り上げてきました。 
 最終発表会では、JALは航空運送事業者としての知見や経験を生かし、地域活性化に向けた取り組みにつ
いてアドバイスを行い、課題解決に取り組む学生を支援します。JALと東亜大学は今後も連携を強化し、地域
の皆さまと共に地域活性化に貢献してまいります。   

               
記 

 

JAL・東亜大学・長門市での地域課題を解決するためのPBL最終発表会概要 

・大 会 名： PBL（Project Based Learning）最終発表会 

・日 付： 2025年1月27日（月） 

・開催場所： 東亜大学学内（山口県下関市一の宮学園町2番1号） 

・参加学生： 5チーム約20名の中から予選を突破した2チームがプレゼンテーションし、グランプリを決定します。 

 

JALと東亜大学とのこれまでの取り組みについて 

・コロナ禍を除いた2019年～2024年の計4回、「JAL向津具ダブルマラソン」でのエイドステーション共同運営 

 2024年5月31日付エリアニュース「2024年度もJALは東亜大学と連携し、地域創成を目指します」 

・2020年から計5回、ネイルシールの共同制作を実施  
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